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プロジェクト推進発表会プロジェクト推進発表会
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①地域の森林・林業の概況①地域の森林・林業の概況
②②用材＋森林バイオマス資源の省力搬出作業用材＋森林バイオマス資源の省力搬出作業

システムと加工・流通作業システムへの展開システムと加工・流通作業システムへの展開

④今後の課題④今後の課題

■山口県・山口県東部森林組合管内■山口県・山口県東部森林組合管内
における森林の概況における森林の概況

■バイオマス関連事業の概要■バイオマス関連事業の概要

■作業システムの概要■作業システムの概要

・川上から山土場までの作業システム・川上から山土場までの作業システム

平成平成2828年度年度 森林・林業活力強化プロジェクト推進発表会森林・林業活力強化プロジェクト推進発表会 //

③間伐事業実績の分析・評価③間伐事業実績の分析・評価

■山口県東部森林組合の間伐事業実績■山口県東部森林組合の間伐事業実績

■加速化団地内の間伐事業実績の分析・■加速化団地内の間伐事業実績の分析・
評価評価

■山口県東部森林組合の林業機械保有■山口県東部森林組合の林業機械保有
状況状況

・山土場から川下までの作業システム・山土場から川下までの作業システム

■おまけ■おまけ

■作業システムの高度化へ向けた課題■作業システムの高度化へ向けた課題
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山口県

スギ・ヒノキ資源構成_山口県東部森林組合管内

■民有林面積 35,623ha
■人工林面積 12,872ha
■人工林率 36%
■スギ･ヒノキ人工林面積

11,349ha
■うち8齢級以上

4,853ha（43%43%）

山口県山口県

（ha)

山口県東部森林組合管内

■民有林面積 425,605ha
■人工林面積 186,982ha
■人工林率 44%
■スギ･ヒノキ人工林面積

152,574ha
■うち8齢級以上

106,538ha（70%70%）

■瀬戸内沿岸の花崗岩質の丘陵地域と、
中国山地の変成岩から成る急傾斜地
まで多様な地形

■県内他地域の森林構成と比べ、未熟な
若齢級の人工林の占める割合が大きい
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中国電力中国電力
新小野田発電所新小野田発電所

ミツウロコミツウロコ
発電所発電所

岩国木材岩国木材
センターセンター

飯森木材飯森木材

山口県東部森林組合山口県東部森林組合

5050㎞㎞

形質不良木形質不良木

燃料用燃料用
チップチップ

燃料用燃料用
チップチップ

山口県山口県

エア・ウォーターエア・ウォーター
エネルギア・パワー山口エネルギア・パワー山口

ＨＨ33１稼働１稼働予定予定

Ｈ２４以降Ｈ２４以降

森林バイオマス森林バイオマス

運搬経路運搬経路

ＨＨ22６以降６以降

森林バイオマス森林バイオマス

運搬経路運搬経路((新規新規))

山口県東部山口県東部

森林組合管内森林組合管内

ＨＨ33１以降？１以降？

設備名称 発電区分 運転開始年度
発電出力
(ｋｗ）

木質バイオマス計画
（ｔ/年）

ミツウロコ発電所 木質バイオマス専焼 Ｈ24 10,000 90,000

新小野田発電所
木質バイオマス・

石石炭混焼
Ｈ19 1,000,000 25,000

防府発電所（仮）
木質バイオマス・

石炭混焼
Ｈ31 100,000 40,000 (未定)

形質不良木形質不良木
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北部バイオマス北部バイオマス
センターセンター
H29H29完成予定完成予定
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森林・林業活力強化
プロジェクト

■平成27～29年度
までの３年間

■素材生産実績の向
上を目的とした「森
林整備加速化団地」
を設定、施業集約化施業集約化
による低コスト化をによる低コスト化を
図る図る

■川上から川下まで
計画的、安定的な原
木供給体制の構築

山口県

搬出間伐施業への
取組み

■平成17年度以降
高性能林業機械の
導入を開始

■機械化による素素
材生産量の増大と材生産量の増大と
労働生産性の向上労働生産性の向上

■Ｃ～Ｄ材の搬出
はコスト面で課題
あり

山口県東部森林組合

固定価格買取制度
（ＦＩＴ）

■平成２４年７月以
降開始

■発電施設による森森
林バイオマス利用量林バイオマス利用量
（需要）が増加（需要）が増加

Ｃ～Ｄ材
の利活用
が求めら
れる

従来のＡ～Ｂ
材造材時に発
生するＣ～Ｄ
材の利活用を
検討
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森林整備倍増プロ
ジェクト

■平成25～26年度

山口県東部森林組合山口県東部森林組合

先進的林業機械緊急実
証・普及事業

■バイオマス対応型
フォワーダを使用した
作業システムへの取組
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写真 1：スイングヤーダ(0.25㎥)
H17.1 導入

写真 2：スイングヤーダ(0.45㎥)
H23.3 導入

写真 3：スイングヤーダ(0.14㎥)
H24.3 導入

写真 5：ハーベスタ(0.25㎥)
H26.3 リース

写真 6：グラップルソー(0.45㎥)
H18.12 導入

写真 7：フォワーダ(3.5ｔ)
H19.3 導入

写真 9：グラップル付トラック(８ｔ)
H17.1 導入
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写真 4：スイングヤーダ(0.25㎥)
H26.3 リース

写真 8：フォワーダ(3ｔ)
H24.3 導入



山口県東部森林組合山口県東部森林組合

写真 12：バイオマスフォワーダ(4.8ｔ)
Ｈ25.12 導入

写真 13：コンテナトラック(4ｔ)
Ｈ26.6 導入

写真 14：フォークリフト
Ｈ26.6 導入

写真 15：移動式チッパー
Ｈ27.3 導入

写真 16：ホイール式フォワーダ( 5ｔ)
Ｈ28.3 導入

66 平成平成2828年度年度 森林・林業活力強化プロジェクト推進発表会森林・林業活力強化プロジェクト推進発表会 //

写真 10：グラップル付トラック(3ｔ)
H21.3 導入

写真 11：グラップル付トラック(10ｔ)
H24.3 導入
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ハーベスタハーベスタ

バイオマスバイオマス
フォワーダフォワーダ

コンテナトラックコンテナトラック

山土場山土場

コンテナトラックコンテナトラック

発電施設発電施設

木質チップ木質チップ

スイングスイング
ヤーダヤーダ

チップ製造施設チップ製造施設
（山口県東部森林（山口県東部森林

組合組合 中間土場）中間土場）

①伐倒

②集材

③造材

④搬出

⑤1次破砕

⑥1次運搬

⑦2次破砕

⑧2次運搬

作業システムのフロー作業システムのフロー

①

チェンソーチェンソー

移動式チッパー移動式チッパー

作業道作業道

林道等林道等

一般道一般道

凡凡 例例

②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧

Ａ・Ａ・BB材材
CC・Ｄ材・Ｄ材
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用材用材++森林バイ森林バイ

オマス資源のオマス資源の

省力搬出作業省力搬出作業

システムシステム

平成平成2525年度年度

森林バイオマス森林バイオマス

資源を利用した資源を利用した

発電燃料用チッ発電燃料用チッ

プ加工・流通作プ加工・流通作

業システム業システム

平成平成22６年度６年度

以降以降

森林バイオマス資源
(未利用材) C・D材

用材
A・B材

未利用材
C・D材

木材利用区分木材利用区分



使用機械：スイングヤーダ

オペレータ：1名

②集材

従来の作業システム従来の作業システム

山口県東部森林組合山口県東部森林組合８８

使用機械：グラップル
フォワーダ

オペレータ：1名

使用機械：チェンソー

①伐倒

作業人数：2～3名

使用機械：ハーベスタ

オペレータ：1名

③造材

使用機械：フォワーダ

オペレータ：1名

④搬出

バイオマス対応型フォワーダを使用した作業システムバイオマス対応型フォワーダを使用した作業システム

Ａ・Ｂ材と

Ｃ・Ｄ材を

一体的に搬

出する

使用機械：チェンソー

作業人数：2～3名

①伐倒

使用機械：スイングヤーダ

オペレータ：1名

②集材

使用機械：ハーベスタ

オペレータ：1名

③造材 ④搬出
Ａ・Ｂ材の
搬出が主体
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山口県東部森林組合山口県東部森林組合

写真 1：空荷拡幅 写真 2：積込 写真 3：積込・積込圧縮⇔小移動

写真 4：積載収縮 写真 ５：荷降 写真 ６：荷降状況
（調査時積載量1,700㎏～2,370㎏）

９９ 平成平成2828年度年度 森林・林業活力強化プロジェクト推進発表会森林・林業活力強化プロジェクト推進発表会 //
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発電燃料用チップ加工・流通作業システム発電燃料用チップ加工・流通作業システム

⑤１次破砕（山土場） ⑥1次運搬

発電施設

⑦２次破砕
（チップ製造施設_中間土場）

⑧２次運搬

使用機械：コンテナトラック

作業人数：1名

使用機械：移動式チッパー

作業人数：1名

使用機械：固定式チッパー

作業人数：1名

使用機械：コンテナトラック

フォークリフト

作業人数：1名

山土場で1次破砕した
チップを発電施設に納入
できる発電燃料用チップ
として製品化するため
チップ製造施設のある中
間土場まで運搬する。

Ｃ・Ｄ材
２次破砕
チップ

安定供給

山土場までバイオマス対
応型フォワーダで圧縮、
搬出したＣ・Ｄ材を効率
的に山土場から運搬する
ため移動式チッパーを使
用してチップ化する。 在庫管理

素材の形状 素材の形状 素材の形状

山土場から運搬した1次
破砕チップを発電燃料用
チップとして5050㎜㎜以下以下
の規格で製品化する。

1次破砕
チップ

1次破砕
チップ

1次破砕
チップ
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